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酒
屋
会
議
轍
文
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て

寺

崎

修

酒屋会議激文事件の裁判について

一
、
は
し
が
ぎ

二
、
児
島
稔
の
裁
判

三
、
磯
山
尚
太
郎
、
磯
山
清
兵
衛
の
裁
判

四
、
安
立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
の
裁
判

五
、
植
木
枝
盛
の
裁
判

六
、
小
原
鉄
臣
の
裁
判

七
、
む
す
び

一
、
は
し
が
き

明
治
十
四
年
十
一
月
、
植
木
枝
盛
を
中
心
に
、
児
島
稔
、
小
原
鉄
臣
ら
の
自
由
党
員
が
、
酒
税
軽
減
の
請
願
を
目
的
と
す
る
全
国
酒
屋

会
議
の
開
催
を
計
画
、
冊
子
を
印
刷
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
。
い
わ
ゆ
る
酒
屋
会
議
激
文
事
件
が
、
全
国
酒
造
家
へ
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
微
文
の
署
名
人
が
罪
に
問
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し

、
こ
れ
で
あ
る
。
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（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
れ
ま
で
こ
の
事
件
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
「
植
木
枝
盛
自
叙
伝
」
（
明
治
二
士
二
年
）
、
大
島
更
造
「
実
業
家
団
体
の
舅
頭
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
明
治
三
十
四
年
）
、
『
自
由
党
史
』
（
明
治
四
十
三
年
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
の
研
究
論
文
の
な
か
に
も
、
こ
の
事
件
に
言
及
し
て
い

る
も
の
が
す
く
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
件
の
全
容
は
、
す
で
に
裁
判
記
録
の
大
半
が
亡
失
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ

て
、
い
ま
だ
不
明
の
部
分
も
多
く
、
轍
文
に
署
名
し
た
事
件
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
裁
判
を
う
け
、
最
終
的
に
い
か
な
る
判
決
を
言
い
渡

さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
事
件
の
処
理
過
程
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
誤
解
が
あ
り
、
も
っ
と
も
基
礎
的
な
事
実
で
す
ら
明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
の
が
、
今
日
の
実
状
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
酒
屋
会
議
激
文
事
件
研
究
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
蒐
集
し
え
た
い
く
つ
か
の
資
料
を
利
用
し

て
、
い
ま
ま
で
空
白
と
な
っ
て
い
た
り
、
誤
り
つ
た
え
ら
れ
て
き
た
事
件
の
処
理
過
程
を
究
明
し
、
若
干
の
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的

　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
す
る
。
い
ま
だ
不
充
分
な
一
試
論
に
す
ぎ
な
い
が
、
大
方
の
ご
叱
正
が
え
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
田
宗
介

究
所
紀
要
』

　
光
広

（
6
）

　
と
題
す
る
小
論
に
お
い
て
、

小
論
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、

激
文
の
全
文
は
、
『
自
由
党
史
』
中
巻
（
岩
波
文
庫
本
・
昭
和
三
十
三
年
）
二
五
五
頁
以
下
参
照
。

『
明
治
文
化
全
集
』
第
一
四
巻
（
昭
和
四
十
四
年
）
・
二
三
一
頁
以
下
所
収
。

外
崎
光
広
『
土
佐
自
由
民
権
資
料
集
』
（
昭
和
六
十
二
年
）
・
＝
一
三
頁
以
下
所
収
。

前
掲
『
自
由
党
史
』
中
巻
・
一
五
四
頁
以
下
。

た
と
え
ば
、
家
永
三
郎
『
植
木
枝
盛
研
究
臨
（
昭
和
三
十
五
年
）
・
二
一
三
頁
以
下
、
内
藤
正
中
「
小
原
鉄
臣
と
島
根
民
権
運
動
の
群
像
』
（
見

　
『
明
治
の
群
像
5
1
自
由
と
民
権
1
』
・
昭
和
四
十
三
年
・
一
七
六
頁
以
下
）
、
同
「
山
陰
地
方
の
自
由
民
権
運
動
H
」
（
『
山
陰
文
化
研

　
　
　
第
二
三
号
・
昭
和
五
十
八
年
三
月
二
一
二
頁
以
下
）
、
大
槻
弘
『
越
前
自
由
民
権
運
動
の
研
究
』
（
昭
和
五
十
五
年
）
・
九
六
頁
、
外
崎

『
土
佐
の
自
由
民
権
』
（
昭
和
五
十
九
年
）
・
一
六
七
頁
，
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
私
自
身
、
「
植
木
枝
盛
自
叙
伝
の
信
愚
性
－
酒
屋
会
議
激
文
事
件
裁
判
の
記
述
を
中
心
に
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
の
言
及
を
し
た
こ
と
が
あ
る
（
『
植
木
枝
盛
集
』
第
四
巻
月
報
・
平
成
二
年
九
月
・
五
頁
以
下
）
。
本
稿
は
．
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
稿
は
、
裁
判
の
全
貌
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
植
木
枝
盛
自
叙
伝
」
の
記
述
に
疑
問
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ぽ
幸
い
で
あ
る
。



（
7
）
　
本
稿
に
お
い
て
、
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
旧
漢
字
体
は
、
現
在
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、

　
「
な
ど
の
合
字
は
、
ト
モ
、
コ
ト
な
ど
に
、
ユ
．
♂
な
ど
の
変
体
仮
名
は
、
に
、
よ
り
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。

距
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
児
島
稔
の
裁
判

　
全
国
の
酒
造
家
に
酒
屋
会
議
開
催
を
告
げ
る
撤
文
に
署
名
、
配
布
し
た
と
の
理
由
で
、
最
初
に
捜
査
当
局
の
取
り
調
べ
を
う
け
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
児
島
稔
で
あ
る
。
児
島
は
、
植
木
枝
盛
と
同
郷
の
自
由
民
権
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
十
四
年
十
月
の
自
由
党
結

成
大
会
に
出
席
の
た
め
上
京
し
、
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
．

　
児
島
稔
が
上
京
中
、
植
木
枝
盛
と
絶
え
ず
接
触
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
植
木
枝
盛
日
記
」
に
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

　
　
　
　
（
1
）

明
白
で
あ
ろ
う
。

酒屋会議傲文事件の裁判について

十
一
月
三
日

十
一
月
九
日

十
一
月
十
六
日

十
一
月
十
七
日

小
島
稔
、
小
原
鉄
臣
来
る
。

児
島
稔
来
る
．

小
島
稔
、
安
芸
清
香
を
伴
ひ
上
総
国
東
金
に
至
る
。

東
金
西
福
寺
に
て
学
術
演
舌
を
な
す
．

　
右
の
記
事
か
ら
は
、
関
係
者
の
間
で
い
か
な
る
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
酒
屋
会
議
の
一
件
が
話
し
合
わ

れ
た
こ
と
は
、
確
実
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
十
四
年
十
二
月
四
日
、
児
島
稔
は
、
東
京
裁
判
所
刑
事
課
の
取
り
調
べ
を
う
け
た
。
そ
の
こ
と
を
つ
た
え
る
『
土
陽
新
聞
』
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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在
東
京
本
県
士
族
小
嶋
稔
氏
は
、
彼
の
全
国
酒
屋
会
議
の
趣
旨
書
を
印
刷
に
付
し
、
二
三
の
知
友
に
頒
た
れ
し
を
、
検
事
よ
り
告
発
に
な
り
本
月
四
日

　
刑
事
課
に
て
取
調
の
上
、
已
に
口
供
済
に
成
た
る
由
．

　
右
の
記
事
中
、
「
刑
事
課
に
て
取
調
」
と
あ
る
の
は
、
東
京
裁
判
所
刑
事
課
の
糾
問
判
事
（
の
ち
の
予
審
判
事
…
－
寺
崎
註
）
の
取
り
調
べ
を

う
け
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
．
「
糾
問
判
事
職
務
仮
規
則
」
（
明
治
九
年
四
月
二
十
四
日
・
司
法
省
第
四
七
号
達
）
第
四
条
に
よ
れ
ば
、
糾
問

判
事
は
「
検
事
ヨ
リ
送
ル
所
ノ
罪
犯
ノ
文
書
証
愚
ヲ
受
取
リ
タ
ル
時
ハ
」
、
「
必
ス
速
二
糾
問
ヲ
行
フ
」
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
児
島
は
、

こ
の
「
糾
間
」
を
う
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
巳
に
口
供
済
」
と
あ
る
の
は
、
同
規
則
第
五
条
に
、
「
糾
間
ハ
・
…

逐
節
口
書
ヲ
録
シ
ロ
書
成
テ
之
ヲ
読
聞
カ
セ
本
犯
ヲ
シ
テ
花
押
若
ク
ハ
実
印
若
ク
ハ
栂
印
セ
シ
ム
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
「
口

書
」
の
作
成
が
終
了
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
明
治
十
四
年
十
二
月
十
三
日
、
東
京
裁
判
所
は
、
児
島
稔
に
対
し
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
県
下
土
佐
国
土
佐
郡
築
屋
敷
六
十
九
番
地
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
々
橋
区
南
鍛
冶
町
五
十
七
番
地
山
田
屋
弥
兵
衛
方
止
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
島
　
　
　
稔

　
其
方
儀
植
木
枝
盛
等
ト
謀
リ
酒
屋
会
議
ヲ
開
カ
ソ
ト
ス
ル
冊
子
ヲ
印
刷
シ
酒
税
軽
減
ノ
請
願
ヲ
目
的
ト
シ
全
国
酒
造
家
へ
配
布
シ
人
心
ヲ
激
励
ス
ル
科

　
　
　
（
為
力
）

　
不
応
違
軽
二
問
ヒ
禁
獄
三
十
目
申
付
ル

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
児
島
は
、
撤
文
を
「
全
国
酒
造
家
へ
配
布
シ
人
心
ヲ
激
励
」
し
た
こ
と
で
、
「
不
応
為
」
の
「
軽
」
に
問
わ
れ
、
「
禁

獄
三
十
日
」
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
新
刑
法
（
い
わ
ゆ
る
明
治
十
五
年
刑
法
）
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
、
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
が
消
滅
す
る
寸
前
の
裁
判
で
あ
っ
た
。
児
島
の
量
刑
は
、
新
律
綱
領

雑
犯
律
不
応
為
条
、
す
な
わ
ち
、

　
凡
律
令
二
正
条
ナ
シ
ト
錐
モ
．
情
理
二
於
テ
．
為
ス
ヲ
得
応
カ
ラ
サ
ル
ノ
事
ヲ
為
ス
者
ハ
．
答
三
十
．
事
理
重
キ
者
ハ
。
杖
七
十
。
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な
る
規
定
が
適
用
さ
れ
、
「
答
三
十
」
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
が
改
定
律
例
に
よ
っ
て
「
刑
名
ヲ
改
メ
」
ら
れ
、
「
懲
役
三
十
日
」
（
第
一
条
）

と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
士
族
で
あ
る
児
島
は
、
改
正
閏
刑
律
（
明
治
十
年
十
一
月
二
日
改
正
・
太
政
官
第
七
六
号
布
告
）
に
ょ
り
「
禁
獄
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

日
」
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
す
な
わ
ち
児
島
稔
の
量
刑
に
つ
い
は
、
今
日
も
な
お
、
「
禁
獄
」
と
の
み
記
す
文
献
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
れ
は
、
か
つ
て
家
永
三
郎
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
、
「
禁
獄
三
十
日
」
と
補
訂
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
二
九
三
頁
）

罪
に
擬
し
て
禁
獄
に
処
す
」

（
5
）

「
植
木
枝
盛
日
記
」
（
『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
・
平
成
二
年
・
二
七
八
頁
）
．

『
土
陽
新
聞
』
明
治
十
四
年
十
二
月
十
六
日
付
。

『
東
海
暁
鐘
新
報
』
明
治
十
四
年
十
二
月
十
六
目
付
．

た
と
え
ば
、
大
槻
・
前
掲
『
越
前
自
由
民
権
運
動
の
研
究
』
九
六
頁
、
後
藤
靖
「
酒
屋
会
議
」
（
『
国
史
大
辞
典
』

　
　
な
ど
は
、
依
然
と
し
て
「
児
島
稔
を
拘
引
し
、
妄
り
に
激
文
を
配
布
し
、
人
心
を
煽
動
し
た
る
者
と
な
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
と
述
べ
る
前
掲
『
自
由
党
史
』
中
巻
・
一
六
一
頁
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

家
永
・
前
掲
『
植
木
枝
盛
研
究
』
二
三
二
頁
。

第
六
巻
・
昭
和
六
十
年
・

之
を
新
律
綱
領
中
不
応
為

酒屋会議激文事件の裁判について

三
、
磯
山
尚
太
郎
、
磯
山
清
兵
衛
の
裁
判

　
酒
屋
会
議
発
起
人
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
茨
城
県
の
磯
山
尚
太
郎
と
そ
の
代
理
人
で
あ
る
磯
山
清
兵
衛
が
水
戸
裁
判
所
の
裁
判
に
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
明
治
十
四
年
十
二
月
中
の
こ
と
で
あ
る
．
磯
山
清
兵
衛
は
、
磯
山
尚
太
郎
の
代
理
人
と
し
て
明
治
十
四
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
自
由
党
結
成
大
会
出
席
の
た
め
に
上
京
し
、
植
木
枝
盛
ら
と
接
触
、
酒
屋
会
議
の
微
文
に
署
名
、
帰
郷
後
ま
も
な
く
、
尚
太
郎
と
と
も

に
水
戸
裁
判
所
の
取
り
調
べ
を
う
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．

　
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
，
水
戸
裁
判
所
は
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
．
磯
山
尚
太
郎
、
磯
山
清
兵
衛
の
両
名
に
対
す
る
判
決
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

渡
し
を
つ
た
え
る
『
水
戸
新
聞
』
の
記
事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
．
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行
方
郡
潮
来
村
の
酒
造
家
磯
山
清
兵
衛
及
同
尚
太
郎
両
氏
は
．
先
き
に
高
知
県
及
ひ
其
他
数
県
の
有
志
者
と
謀
り
、
酒
造
税
則
改
正
を
請
は
ん
為
め
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
触
力
）

　
議
を
開
か
ん
と
て
．
其
趣
意
書
を
以
て
全
国
の
同
業
者
を
誘
導
せ
し
は
、
法
律
に
抵
独
せ
る
者
と
し
、
去
廿
三
目
水
戸
裁
判
所
に
於
て
不
応
為
軽
に
問

　
　
　
　
（
郎
力
）

　
ひ
、
尚
太
良
氏
は
禁
獄
三
十
日
、
清
兵
衛
氏
は
懲
役
三
十
日
申
付
ら
れ
た
り
と
。
豊
に
危
瞼
の
世
の
中
な
ら
す
や
。

　
こ
れ
に
よ
り
両
名
は
、
児
島
稔
と
同
様
、
「
不
応
為
」
の
「
軽
」
に
問
わ
れ
、
磯
山
尚
太
郎
は
「
禁
獄
三
十
日
」
、
磯
山
清
兵
衛
は
「
懲

役
三
十
日
」
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
士
族
で
あ
る
磯
山
尚
太
郎
に
は
改
正
閏
刑
律
が
適
用
さ
れ
、
「
懲
役
三
十
目
」
か
ら

「
禁
獄
三
十
日
」
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
平
民
で
あ
る
磯
山
清
兵
衛
に
は
こ
れ
が
適
用
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
「
懲
役
三
十
日
」
が
言
い
渡

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
家
永
三
郎
博
士
は
、
「
植
木
枝
盛
自
叙
伝
」
に
、
両
名
が
「
軽
禁
鋼
」
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
根
拠
に
、
「
み
な
禁
鋼
刑
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
事
実
と
相
違
す
る
。

　
な
お
、
磯
山
尚
太
郎
、
磯
山
清
兵
衛
の
両
名
が
、
翌
十
五
年
一
月
、
満
期
出
獄
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
茨
城
日
目
新
聞
』
は
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ご
と
く
つ
た
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
処
力
）

　
酒
屋
会
議
を
起
し
酒
税
改
正
を
図
ら
ん
と
欲
し
大
坂
に
会
し
意
見
書
を
全
国
に
伝
ふ
る
為
め
、
法
律
の
問
ふ
所
と
な
り
、
客
年
十
二
月
所
刑
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
（
潮
来
力
）

　
る
当
県
行
方
郡
来
潮
村
の
磯
山
尚
太
郎
、
同
清
兵
衛
の
二
氏
は
三
十
日
期
満
て
一
昨
日
出
獄
せ
ら
れ
た
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
処
力
）

　
文
中
、
「
客
年
十
二
月
所
刑
を
受
け
…
…
」
と
あ
る
の
は
、
磯
山
尚
太
郎
、
磯
山
清
兵
衛
の
両
名
が
「
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
」
．

有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
、
「
期
満
て
一
昨
日
出
獄
」
と
あ
る
の
は
、
両
名
が
「
明
治
十
五
年
一
月
二
十
二
日
」
に
「
満

期
出
獄
」
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
改
定
律
例
に
ょ
れ
ば
、
刑
期
は
「
刑
名
宣
告
ノ
日
ヨ
リ
起
算
」
（
第
四
条
）
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
刑
期
か
ら
計
算
す
れ
ば
、
ま
さ
に
「
明
治
十
五
年
一
月
二
十
二
日
」
が
、
満
期
出
獄
日
で
あ
り
、
両
名
は
、
こ
の
日
、
予
定
通
り
に

出
獄
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
「
植
木
枝
盛
日
記
」
明
治
十
四
年
十
月
三
十
日
条
に
は
、
「
磯
山
清
兵
衛
来
る
」
と
み
え
て
い
る
（
前
掲
『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
・
二
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七
八
頁
）
。

（
2
）
　
『
水
戸
新
聞
』
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
付
、
『
茨
城
県
史
料
』
近
代
政
治
社
会
編
H
（
昭
和
五
十
一
年
）
・
五
七
二
頁
。

（
3
）
　
前
掲
「
植
木
枝
盛
自
叙
伝
」
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
一
四
巻
・
二
五
九
頁
）
。
な
お
、
前
掲
「
実
業
家
団
体
の
勇
頭
運
動
」

掲
『
土
佐
自
由
民
権
資
料
集
』
一
二
五
頁
）
に
も
．
「
軽
禁
鋼
」
と
あ
る
．

（
4
）
　
家
永
・
前
掲
『
植
木
枝
盛
研
究
』
二
三
二
頁
．

（
5
）
　
『
茨
城
日
日
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
二
十
四
日
付
、
前
掲
『
茨
城
県
史
料
』
近
代
政
治
社
会
編
H
・
五
七
二
頁
。

（
外
崎
・
前

酒屋会議激文事件の裁判について

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
安
立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
の
裁
判

　
明
治
十
四
年
十
二
月
．
酒
屋
会
議
撤
文
の
署
名
人
で
あ
る
福
井
県
南
条
郡
武
生
の
安
立
又
三
郎
、
同
県
足
羽
郡
福
井
の
市
橋
保
身
の
両

名
は
、
金
沢
裁
判
所
福
井
支
庁
検
事
の
取
り
調
べ
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
．
安
立
、
市
橋
の
両
名
は
、
た
ん
に
傲
文
の
署
名
人
を
引
き

受
け
た
だ
け
で
．
橡
文
の
作
成
、
印
刷
、
配
布
な
ど
．
計
画
に
直
接
関
与
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
捜
査
当
局
の
取
り

調
べ
を
免
れ
る
こ
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
。
十
四
年
十
二
月
二
十
日
、
安
立
の
取
り
調
べ
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
つ
た
え
る
『
大
坂
日
報
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
記
事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

彼
の
当
地
に
於
て
酒
屋
会
議
を
開
か
ん
と
て
激
文
を
発
し
た
る
連
中
の
一
人
、
越
前
国
七
郡
酒
造
営
業
人
惣
代
人
武
生
の
安
立
氏
は
、

金
沢
裁
判
所
福
井
支
庁
検
事
局
へ
呼
び
出
さ
れ
、
取
調
を
受
け
ら
れ
た
る
よ
し
．

去
る
二
十
日
、

　
右
の
記
事
に
は
、
市
橋
保
身
の
名
前
が
み
え
な
い
が
、
か
れ
も
ま
た
、
安
立
と
前
後
し
て
ほ
ぼ
同
様
の
取
り
調
べ
を
う
け
た
こ
と
は
、

確
実
で
あ
ろ
う
．
右
の
記
事
か
ら
推
測
す
る
と
、
安
立
、
市
橋
の
両
名
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
金
沢
裁
判
所
福
井
支
庁
の
裁
判
に
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
、
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。
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ま
た
、
安
立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
の
両
名
に
対
す
る
判
決
が
い
つ
言
い
渡
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
も
み
あ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
い
が
、
わ
ず
か
に
『
高
知
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
十
五
日
付
に
、
次
の
ご
と
き
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
我
社
植
木
枝
盛
等
と
共
に
日
本
酒
屋
会
議
の
発
起
人
た
る
越
前
国
安
立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
の
両
人
は
福
井
裁
判
所
に
於
て
従
を
以
て
論
せ
ら
れ
、
罰

　
金
壱
円
五
十
銭
を
科
せ
ら
れ
た
り
と
、
此
頃
同
地
よ
り
通
報
あ
り
た
り
．

　
右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
の
両
名
は
、
「
福
井
裁
判
所
」
に
お
い
て
「
罰
金
壱
円
五
十
銭
」
を
言
い
渡
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
明
治
十
四
年
十
二
月
中
に
言
い
渡
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
十
五
年
一
月
に
な
っ
て
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
の
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
一
応
考
え
ら
れ
る
の
は
、
e
十
四
年
十
二
月
中
に
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
、
⇔
十
五
年
に
な
っ
て
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た

場
合
、
の
二
通
り
で
あ
る
が
、
お
の
お
の
の
ケ
ー
ス
を
考
え
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
e
両
名
に
対
す
る
判
決
が
十
四
年
十
二
月
中
に
言
い
渡
さ
れ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
は
、
完
全
に
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
下
の
裁
判
と
な

る
。
も
し
も
そ
う
で
あ
れ
ば
、
両
名
は
、
「
不
応
為
」
の
「
軽
」
に
よ
り
「
懲
役
三
十
日
」
の
と
こ
ろ
、
「
従
」
と
み
な
さ
れ
「
一
等
減
」

で
「
懲
役
二
十
目
」
と
な
り
、
こ
れ
を
「
改
正
腰
罪
収
腰
例
図
」
に
照
ら
し
「
購
罪
金
一
円
五
十
銭
」
の
量
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
の
は
「
福
井
裁
判
所
」
で
は
な
く
、
「
金
沢
裁
判
所
福
井
支
庁
」

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
⇔
両
名
に
対
す
る
判
決
が
十
五
年
に
な
っ
て
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
と
す
る
と
．
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
十
五
年
刑
法
下
の
裁
判
と
な
る
．

も
ち
ろ
ん
．
事
件
の
発
生
は
、
十
四
年
中
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
事
件
発
生
時
の
法
、
す
な
わ
ち
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
に

も
と
づ
い
て
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
十
五
年
刑
法
第
三
条
「
若
シ
所
犯
頒
布
以
前
二
在
テ
未
タ
判
決
ヲ
経
サ
ル
者
ハ
新
旧
ノ
法
ヲ
比

照
シ
軽
キ
ニ
従
テ
処
断
ス
」
な
る
規
定
に
よ
っ
て
、
判
決
は
、
「
新
旧
ノ
法
ヲ
比
照
」
し
、
「
軽
キ
ニ
従
テ
」
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
の
場
合
、
旧
法
の
適
用
は
、
e
に
記
し
た
通
り
に
お
こ
な
わ
れ
、
他
方
、
新
法
の
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適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
法
の
「
不
応
為
」
に
相
当
す
る
条
文
が
適
用
さ
れ
、
「
軽
キ
ニ
従
テ
」
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
し

か
し
、
新
法
に
は
、
本
事
件
に
適
用
す
べ
き
条
項
は
な
い
か
ら
、
「
法
律
二
正
条
ナ
キ
者
ハ
何
等
ノ
所
為
ト
難
モ
之
ヲ
罰
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
」
（
第
二
条
）
な
る
規
定
に
よ
っ
て
「
無
罪
」
と
な
り
、
両
名
に
対
す
る
判
決
は
、
「
新
旧
ノ
法
ヲ
比
照
」
し
、
「
無
罪
」
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
の
は
、
「
福
井
裁
判
所
」
で
は
な
く
、
十
五
年
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
治

罪
法
に
よ
っ
て
「
福
井
軽
罪
裁
判
所
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
．

　
以
上
の
検
討
に
ょ
り
、
両
名
に
対
す
る
判
決
は
、
e
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
下
の
明
治
十
四
年
十
二
月
中
に
、

金
沢
裁
判
所
福
井
支
庁
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
可
能
性
が
ぎ
わ
め
て
高
い
こ
と
が
判
明
す
る
．
も
ち
ろ
ん
後
述
す
る
小
原
鉄
臣
の
裁
判

の
場
合
の
よ
う
に
、
十
五
年
刑
法
下
の
裁
判
で
あ
り
な
が
ら
、
か
な
り
強
引
な
擬
律
に
よ
っ
て
有
罪
と
な
っ
た
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
⇔
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
十
五
年
刑
法
下
で
安
立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
の
両
名
が
「
罰
金
一
円
五
十
銭
」
（
蹟
罪
金
一
円
五
十
銭
）
の
有

罪
を
言
い
渡
さ
れ
る
可
能
性
は
、
法
律
操
作
上
無
理
が
あ
り
、
き
わ
め
て
う
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
．

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
安
立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
の
両
名
の
量
刑
は
、
「
購
罪
金
一
円
五
十
銭
」
に
と
ど
ま
り
、
入
獄
す
る
こ
と
は
、
な

か
っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
ろ
う
。
「
植
木
枝
盛
自
叙
伝
」
を
み
る
と
、
安
立
、
市
橋
の
両
名
は
、
「
小
原
氏
と
同
様
」
に
「
軽
禁
鋼
」
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
か
れ
ら
は
「
軽
禁
銅
」
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ぱ
、
後
述
す
る
ご
と
く
「
小
原
氏
と
同
様
」
の
判
決

を
言
い
渡
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
『
大
坂
日
報
』
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
付
．

　
（
2
）
　
『
高
知
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
十
五
日
付
．

　
（
3
）
　
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
一
四
巻
・
二
五
九
頁
．
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
家
永
・
前
掲
『
植
木
枝
盛
研
究
』
に
は
、
「
署
名
人
安
立
又

　
　
三
郎
・
市
橋
保
身
は
福
井
の
裁
判
所
で
、
…
－
禁
鋼
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
」
（
ニ
ゴ
三
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
、
大
槻
・
前
掲
『
越
前
自
由
民
権

　
　
運
動
の
研
究
』
に
は
、
「
植
木
枝
盛
を
の
ぞ
く
酒
屋
会
議
発
起
人
が
一
四
年
一
二
月
禁
獄
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
弾
圧
に
も
屈
せ
ず
、
安
立
又
三
郎

　
　
を
先
頭
に
…
…
」
（
九
六
頁
）
と
み
え
て
い
る
．
し
か
し
、
本
文
中
に
述
べ
た
ご
と
く
、
安
立
、
市
橋
の
両
名
は
、
「
購
罪
金
一
円
五
十
銭
」
に
と
ど

129



ま
っ
た
の
で
あ
り
．
こ
れ
を
「
禁
銅
刑
」
と
す
る
家
永
博
士
の
見
解
も
、
「
禁
獄
」
と
す
る
大
槻
氏
の
見
解
も
．
と
も
に
誤
解
で
あ
る
．
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五
、
植
木
枝
盛
の
裁
判

　
明
治
十
五
年
に
な
っ
て
か
ら
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
の
は
、
高
知
県
の
植
木
枝
盛
と
島
根
県
の
小
原
鉄
臣
の
両
名
で
あ

る
．
植
木
の
場
合
は
、
す
で
に
十
四
年
中
に
召
喚
状
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
い
ま
だ
東
京
か
ら
帰
県
し
て
お
ら
ず
、
十
四
年
中
に
取
り
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
ぎ
、
『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
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客
月
中
旬
高
知
の
其
筋
よ
り
土
陽
新
聞
社
の
植
木
枝
盛
氏
を
召
喚
せ
ら
れ
し
が
、
同
氏
は
未
た
帰
県
せ
さ
る
趣
を
届
け
し
に
．
ま
た
同
月
廿
三
日
代
人

　
に
出
頭
せ
よ
と
の
達
し
あ
り
し
か
ば
実
父
直
枝
氏
が
出
頭
せ
し
に
酒
税
減
額
説
の
事
に
関
し
た
る
書
類
の
有
無
を
尋
問
あ
り
し
か
ば
一
切
無
し
と
答
へ

　
其
手
続
書
を
差
出
た
り
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
植
木
が
高
知
県
に
戻
っ
た
の
は
、
明
治
十
五
年
一
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
高
知
軽
罪
裁
判
所
に
召
喚
さ
れ
、
予
審
掛
判
事

補
岩
本
憲
正
の
取
り
調
べ
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
の
一
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
岩
本
判
事
補
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

調
べ
は
、
翌
十
九
日
ま
で
つ
づ
い
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
「
植
木
枝
盛
日
記
」
に
簡
単
な
記
事
が
あ
る
が
、
『
高
知
新
聞
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

も
、
次
の
ご
と
き
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
召
力
）

　
本
社
植
木
枝
盛
は
一
昨
日
よ
り
高
知
裁
判
所
へ
招
喚
せ
ら
れ
、
彼
の
酒
屋
会
議
の
件
に
付
訊
問
を
受
け
た
る
か
、
昨
日
に
至
り
口
供
も
全
く
済
し
由
な

　
れ
は
、
不
日
如
何
様
に
か
判
決
に
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
）

　
文
中
、
「
高
知
裁
判
所
」
と
あ
る
が
、
治
罪
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
明
治
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
は
名
称
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、



こ
れ
は
「
高
知
軽
罪
裁
判
所
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
．
ま
た
、
「
昨
日
に
至
り
口
供
も
全
く
済
し
由
」
と
あ
る
の
は
、
二
月
十
九
日
」
に
い

た
り
、
予
審
審
理
が
全
て
完
了
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
．

　
明
治
十
五
年
一
月
二
十
三
日
、
高
知
軽
罪
裁
判
所
は
、
植
木
枝
盛
に
対
し
予
審
決
定
を
言
い
渡
し
た
。
「
植
木
枝
盛
日
記
」
同
日
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
言
渡
書
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

酒屋会議激文事件の裁判について

　
　
　
　
　
言
渡
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
県
土
佐
国
土
佐
郡
小
高
阪
村
桜
馬
場
六
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
族
　
植
　
木
　
枝
　
盛

其
方
儀
東
京
二
於
テ
島
根
県
石
見
国
安
濃
郡
波
根
東
村
酒
造
営
業
人
小
原
鉄
臣
等
ト
謀
リ
、
酒
税
減
軽
ノ
請
願
セ
ソ
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
テ
明
治
十
五
年

五
月
ヲ
期
シ
大
坂
二
日
本
全
国
ノ
酒
屋
会
議
ヲ
開
力
γ
ト
ス
ル
ノ
激
文
ヲ
作
リ
タ
ル
事
件
検
察
官
ノ
請
求
ニ
ヨ
リ
予
審
ヲ
遂
グ
ル
所
、
其
方
二
於
テ
ハ

右
文
書
ヲ
東
京
銀
座
町
博
文
社
ニ
テ
印
刷
シ
タ
レ
ド
モ
右
ハ
唯
発
起
人
へ
配
布
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
強
テ
全
国
中
ノ
酒
造
家
又
ハ
朝
野
新
聞
紙
等
二
投

ジ
タ
リ
ト
イ
フ
ノ
訳
二
無
之
旨
申
供
ス
ル
而
已
ナ
ラ
ズ
、
右
所
為
タ
ル
刑
法
二
照
ス
モ
罪
ト
ナ
ル
ベ
キ
正
条
ナ
シ
、
因
テ
刑
法
第
二
条
法
律
二
正
条
ナ

キ
モ
ノ
ハ
何
等
ノ
所
為
ト
錐
モ
之
ヲ
罰
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
ト
ア
ル
ニ
ヨ
リ
免
訴
申
渡
モ
ノ
也
。

　
　
明
治
十
五
年
一
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
軽
罪
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
審
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
補
岩
本
憲
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
　
記
寺
本
　
克
　
巳

　
こ
れ
を
み
る
と
、
植
木
が
「
酒
税
減
軽
ノ
請
願
セ
ソ
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
テ
明
治
十
五
年
五
月
ヲ
期
シ
大
坂
二
日
本
全
国
ノ
酒
屋
会
議
ヲ

開
カ
ソ
ト
ス
ル
ノ
橡
文
ヲ
作
リ
」
、
「
印
刷
シ
」
、
「
発
起
人
へ
配
布
シ
タ
」
行
為
は
、
事
実
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
、
植
木
の
所
為

は
、
「
刑
法
二
照
ス
モ
罪
ト
ナ
ル
ベ
キ
正
条
ナ
シ
」
と
の
理
由
で
、
「
免
訴
」
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
．
明
治
十
四
年
十
二
月
、
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い
ま
だ
罪
刑
法
定
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
下
の
裁
判
で
、
児
島
稔
、
磯
山
尚
太
郎
、
磯
山
清
兵
衛
、
安

立
又
三
郎
、
市
橋
保
身
が
、
「
不
応
為
」
の
罪
に
問
わ
れ
、
い
ず
れ
も
有
罪
と
な
っ
た
の
と
比
較
し
て
、
裁
判
開
始
が
遅
延
し
、
明
治
十

五
年
一
月
、
新
し
い
刑
法
（
明
治
＋
五
年
刑
法
）
の
下
で
の
裁
判
（
予
審
）
に
付
さ
れ
、
「
予
審
免
訴
」
と
な
っ
た
植
木
の
場
合
、
幸
運
に
め

ぐ
ま
れ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
だ
ろ
う
。

パパパハパ54321）　）　） ）　）築
落
成
し
た
同
年
十
一
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る

（
6
）決
定
書
は

『
郵
便
報
知
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
九
日
付
。

前
掲
「
植
木
枝
盛
日
記
」
明
治
十
五
年
一
月
十
日
条
（
前
掲
『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
・
二
八
五
頁
）
。

前
掲
「
植
木
枝
盛
日
記
」
明
治
十
五
年
一
月
十
八
目
、
十
九
日
条
（
前
掲
『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
・
二
八
六
頁
）
。

『
高
知
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
二
十
日
付
。

高
知
裁
判
所
は
、
明
治
九
年
四
月
十
四
日
の
司
法
省
第
四
十
二
号
達
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
が
、
実
際
に
開
庁
し
た
の
は
、
裁
判
所
庁
舎
が
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
九
年
十
一
月
十
日
・
高
知
裁
判
所
ヨ
リ
司
法
省
へ
届
）
。

前
掲
「
植
木
枝
盛
日
記
」
明
治
十
五
年
一
月
二
十
三
目
条
（
前
掲
『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
・
二
八
六
頁
ー
二
八
七
頁
）
。
な
お
、
こ
の
予
審

　
　
『
高
知
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
二
十
四
日
付
、
『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
三
十
一
日
付
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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六
、
小
原
鉄
臣
の
裁
判

　
明
治
十
四
年
十
月
、
自
由
党
結
成
大
会
に
出
席
の
た
め
に
上
京
し
た
小
原
鉄
臣
は
、
植
木
枝
盛
ら
と
と
も
に
酒
屋
会
議
開
催
を
呼
び
か

け
る
激
文
に
署
名
、
事
件
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
「
植
木
枝
盛
日
記
」
を
み
る
と
、
明
治
十
四
年
十
一
月
一
日
条
に
「
夜
向
島
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
小
原
鉄
臣
の
寓
に
行
く
」
と
あ
り
、
同
月
三
日
条
に
「
小
島
稔
、
小
原
鉄
臣
来
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
植
木
枝
盛
を
中
心

に
．
か
れ
ら
の
間
に
は
頻
繁
な
往
来
が
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
緻
文
の
印
刷
、
配
布
の
こ
と
な
ど
が
協
議
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

ほ
ぽ
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。



酒屋会議激文事件の裁判について

　
し
か
し
、
捜
査
当
局
の
小
原
に
対
す
る
取
り
調
べ
は
、
在
京
中
に
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
か
れ
が
そ
の
後
、
島
根
県
に
帰
県
し
て
か
ら
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
な
わ
れ
た
。
小
原
に
対
す
る
検
事
の
取
り
調
べ
が
終
了
し
た
こ
と
を
つ
た
え
る
『
朝
野
新
聞
』
の
記
事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
．

　
襲
き
に
酒
屋
会
議
の
旨
意
書
を
公
布
し
た
る
一
人
石
州
の
小
原
鉄
臣
氏
は
、
松
江
裁
判
所
検
事
よ
り
呼
び
出
さ
れ
頃
日
口
供
完
結
に
至
り
し
と
云
ふ
．

　
検
事
の
取
り
調
べ
終
了
の
時
期
は
、
「
松
江
裁
判
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
．
明
治
十
四
年
十
二
月
中
と
も
判
断
で
き
る
が
、
記
者
が
、

い
ま
だ
馴
染
み
の
う
す
い
「
松
江
軽
罪
裁
判
所
」
も
し
く
は
「
松
江
始
審
裁
判
所
」
の
名
称
を
あ
え
て
使
用
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、

そ
う
な
る
と
十
五
年
一
月
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
検
事
の
予
審
請
求
に
よ
っ
て
小
原
鉄
臣
の
予
審
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
明
治
十
五
年
一
月
以
降
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
松
江
軽
罪
裁
判
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
も
っ
と
も
予
審
に
言
及
し
た
資
料
が
全
く
み
あ
た
ら
な
い

の
で
、
予
審
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
最
終
判
決
ま
で
に
要
し
た
期
間
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
、

う
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
り
に
松
江
軽
罪
裁
判
所
に
お
い
て
予
審
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
る
と
、
後
掲
判
決
書
か
ら
み
て
、
小
原

は
刑
法
第
一
四
一
条
違
反
と
み
な
さ
れ
、
松
江
軽
罪
裁
判
所
の
公
判
に
移
す
こ
と
が
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
植
木
枝
盛
に
対
す
る
予
審
に
お
い
て
「
免
訴
」
を
言
い
渡
し
た
高
知
軽
罪
裁
判
所
の
判
断
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
正
反
対
の
結
論
で

あ
っ
た
。
小
原
は
、
植
木
と
同
一
の
事
件
に
関
与
し
、
し
か
も
同
じ
十
五
年
刑
法
下
の
裁
判
を
う
け
な
が
ら
、
か
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
扱
い
を
う
け
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
十
五
年
二
月
十
五
日
、
松
江
軽
罪
裁
判
所
は
、
小
原
鉄
臣
に
対
し
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
こ
の
こ
と
を
つ
た
え
る
『
朝
野
新
聞
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
記
事
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
自
由
党
の
一
人
な
る
石
州
の
小
原
鉄
臣
氏
は
、
彼
の
酒
屋
会
議
を
起
さ
ん
と
の
旨
趣
書
を
頒
布
し
た
る
を
以
て
、
去
る
十
五
日
松
江
軽
罪
裁
判
所
に
於

　
て
重
禁
鋼
一
ケ
月
申
付
け
ら
れ
し
と
の
報
あ
り
。
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し
か
し
て
、
そ
の
全
文
は
、

　
　
　
　
　
　
（
4
）

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
裁
判
言
渡
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
石
見
国
安
濃
郡
波
根
東
村
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
島
根
郡
片
原
町
四
番
地
寄
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
造
営
業
人
　
小
　
原
　
鉄
　
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
年
八
月

被
告
於
テ
明
治
十
四
年
十
一
月
一
日
植
木
枝
盛
等
ト
相
謀
リ
酒
屋
会
議
ヲ
開
キ
酒
税
軽
減
ノ
請
願
ヲ
目
的
ト
シ
全
国
酒
造
家
へ
印
刷
配
布
セ
シ
冊
子
中

目
前
ニ
ア
ラ
ス
ト
難
ト
モ
官
吏
ノ
職
務
二
対
シ
侮
辱
シ
タ
ル
罪
新
旧
ヲ
比
照
シ
軽
キ
ニ
従
ヒ
刑
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
二
依
リ
重
禁
鋼
一
ヶ
月
ヲ
言

渡
ス
者
也

　
但
所
持
ス
ル
冊
子
ハ
没
収
ス
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こ
れ
に
よ
り
、
「
酒
屋
会
議
ヲ
開
キ
酒
税
軽
減
ノ
請
願
ヲ
目
的
」
と
し
て
、
「
全
国
酒
造
家
へ
印
刷
配
布
」
し
た
「
冊
子
中
」
の
文
言
は
、

「
目
前
ニ
ア
ラ
ス
ト
難
ト
モ
官
吏
ノ
職
務
二
対
シ
侮
辱
」
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
小
原
の
行
為
は
、
旧
法
（
新
律
綱
領
、

改
定
律
例
）
、
な
ら
び
に
新
法
（
明
治
＋
五
年
刑
法
）
に
違
反
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
、
「
新
旧
ヲ
比
照
シ
軽
キ
ニ
従
ヒ
」
、
「
官
吏
侮
辱
罪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
＋
五
年
刑
法
第
一
四
一
条
第
二
項
）
が
適
用
さ
れ
、
「
重
禁
鋼
一
月
」
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
判
明
す
る
。

　
小
原
が
、
植
木
と
同
一
の
事
件
に
関
与
し
、
し
か
も
同
じ
十
五
年
刑
法
下
の
裁
判
を
う
け
な
が
ら
、
植
木
と
は
正
反
対
の
扱
い
を
う
け

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
松
江
軽
罪
裁
判
所
の
判
決
は
、
そ
う
し
た
高
知
軽
罪
裁
判
所
予
審
法
廷
が
示
し
た

判
断
と
の
食
い
違
い
を
な
ん
ら
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
従
前
の
方
針
を
踏
襲
し
、
予
審
決
定
と
ま
っ
た
く
同
一
線
上
の
判
断
を
く
り
か
え

す
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
．
右
の
判
決
文
か
ら
は
、
「
新
旧
ヲ
比
照
」
し
た
際
の
旧
法
が
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
は
、
明
確
で
な
い
が
、
か

り
に
新
律
綱
領
雑
犯
律
不
応
為
条
だ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
に
「
官
吏
侮
辱
罪
」
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
は
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
と



酒屋会議橡文事件の裁判について

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．
植
木
枝
盛
に
対
す
る
高
知
軽
罪
裁
判
所
の
予
審
決
定
書
が
、
「
刑
法
二
照
ス
モ
罪
ト
ナ
ル
ベ
キ
正
条
ナ
シ
」
と
の

判
断
を
示
し
て
い
る
ご
と
く
、
十
五
年
刑
法
中
に
は
被
告
を
処
断
す
べ
き
「
正
条
」
は
、
み
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
．
ま
た
一
方
、
市

岡
正
一
が
、
そ
の
著
『
新
旧
対
比
刑
法
罰
則
全
書
』
（
明
治
十
四
年
）
の
な
か
で
「
旧
典
諸
条
ヲ
閲
ス
ル
ニ
第
百
四
十
一
条
二
該
当
ス
ヘ
キ

　
　
（
6
）

正
条
ナ
シ
」
と
指
摘
し
て
い
る
ご
と
く
、
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
の
な
か
に
、
「
官
吏
侮
辱
罪
」
（
第
一
四
一
条
）
に
相
当
す
る
条
項
も
み
あ

た
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
、
そ
も
そ
も
判
決
の
い
う
「
官
吏
ノ
職
務
二
対
シ
侮
辱
シ
タ
ル
罪
」
に
つ
い
て
、
「
新
旧
ヲ
比
照
」
す
る

こ
と
自
体
が
は
た
し
て
可
能
な
の
か
ど
う
か
、
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
松
江
軽
罪
裁
判
所
の
判
決
は
、
十
四
年

十
二
月
中
の
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
下
の
裁
判
に
お
い
て
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
児
島
稔
、
磯
山
尚
太
郎
、
磯
山
清
兵
衛
と
量
刑
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
歩
調
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
最
大
の
重
点
を
お
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
．

　
し
た
が
っ
て
、
か
り
に
小
原
鉄
臣
が
松
江
軽
罪
裁
判
所
の
第
一
審
判
決
を
不
服
と
し
て
、
大
審
院
へ
上
告
を
し
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
る

い
は
ま
っ
た
く
異
な
る
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．
も
し
も
植
木
枝
盛
に
対
す
る
高
知
軽
罪
裁
判
所
の
予
審
決
定
と
の

相
違
点
を
上
告
審
に
お
い
て
徹
底
的
に
争
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
判
決
が
破
棄
さ
れ
る
可
能
性
は
、
決
し
て
す
く
な
く
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
し
か
し
、
勝
訴
し
た
検
察
官
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
敗
訴
し
た
小
原
鉄
臣
も
ま
た
、
ま
っ
た
く
上
告
の
手
続
き

を
と
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
．
そ
の
結
果
、
小
原
に
「
重
禁
鋼
】
月
」
を
言
い
渡
し
た
松
江
軽
罪
裁
判
所
の
第
一
審
判
決
は
、
そ
の
ま
ま

確
定
判
決
と
な
り
、
小
原
と
植
木
は
、
大
き
く
明
暗
を
分
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
前
掲
『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
・
二
七
八
頁
．

　
（
2
）
　
『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
五
年
一
月
二
十
七
日
付
。

　
（
3
）
　
『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
五
年
二
月
二
十
四
日
付
。

　
（
4
）
　
『
新
修
島
根
県
史
』
史
料
篇
4
（
昭
和
四
十
一
年
）
・
六
〇
七
頁
．

　
（
5
）
　
前
掲
「
植
木
枝
盛
自
叙
伝
」
に
「
小
原
鉄
臣
氏
は
翌
十
五
年
一
月
早
々
に
島
根
の
裁
判
所
に
召
喚
せ
ら
れ
、
是
は
本
年
よ
り
新
律
綱
領
を
廃
し

　
　
新
刑
法
を
実
行
す
る
こ
と
と
為
り
し
に
由
り
其
の
刑
法
の
某
罪
に
擬
せ
ら
れ
軽
禁
鋼
に
処
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
り
…
…
」
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
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第
一
四
巻
・
二
五
九
頁
）
と
あ
る
が
、
「
某
罪
」
と
あ
る
の
は
「
官
吏
侮
辱
罪
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
軽
禁
鋼
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
本
文
中

　
に
述
べ
た
ご
と
く
「
重
禁
鋼
一
月
」
が
正
し
い
．
な
お
、
内
藤
正
中
氏
は
、
か
つ
て
、
「
小
原
は
十
五
年
一
月
に
松
江
裁
判
所
で
軽
禁
鋼
の
判
決
を
受

け
…
…
」
（
内
藤
・
前
掲
「
小
原
鉄
臣
と
島
根
民
権
運
動
の
群
像
」
・
明
治
の
群
像
5
ー
自
由
と
民
権
ー
二
七
七
頁
）
と
の
見
解
を
表
明
さ
れ

　
て
い
た
が
、
近
年
、
『
山
陽
新
報
』
の
記
事
を
根
拠
に
、
「
十
五
年
二
月
十
五
日
に
松
江
軽
罪
裁
判
所
で
重
禁
鋼
一
ケ
月
の
判
決
を
受
け
た
」
（
内
藤
・

前
掲
「
山
陰
地
方
の
自
由
民
権
運
動
H
」
・
山
陰
文
化
研
究
所
紀
要
・
第
二
三
号
・
四
四
頁
）
と
、
そ
の
見
解
を
修
正
さ
れ
て
い
る
．
同
氏
の
修
正

前
の
主
張
に
は
根
拠
が
な
く
、
修
正
後
の
見
解
が
、
は
る
か
に
真
相
に
近
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
．

（
6
）
市
岡
正
一
編
『
新
旧
対
比
刑
法
罰
例
全
書
』
（
明
治
十
四
年
）
下
巻
二
四
頁
．

（
7
）
　
量
刑
だ
け
を
比
較
す
る
と
、
十
五
年
刑
法
下
の
「
重
禁
鋼
一
月
」
は
、
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
下
に
お
け
る
「
懲
役
三
十
日
」
に
相
当
す
る
か

　
ら
（
「
軽
禁
鋼
一
月
」
は
、
「
禁
獄
三
十
日
」
に
相
当
す
る
）
、
平
民
で
あ
る
小
原
の
量
刑
（
重
禁
鋼
一
月
）
は
、
同
じ
く
平
民
で
あ
る
磯
山
清
兵
衛

　
の
量
刑
（
懲
役
三
十
日
）
と
同
等
の
量
刑
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
．
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七
、
む
す
び

　
以
上
、
酒
屋
会
議
微
文
配
布
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
ぎ
た
と
こ
ろ
を
整
理

す
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
次
頁
一
覧
表
参
照
）
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
酒
屋
会
議
轍
文
事
件
の
裁
判
は
、
植
木
枝
盛
（
予
審
免
訴
）
と
児
島
稔
（
禁
獄
）
の
両
名
を
の
ぞ
く
五
名
の
事
件
関
係
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
禁
鋼
」
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
や
、
あ
る
い
は
植
木
枝
盛
を
の
ぞ
く
事
件
関
係
者
が
「
禁
獄
」
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
な
ど
に
み
ら
れ

る
ご
と
く
、
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
と
こ
ろ
で
家
永
三
郎
博
士
は
、
そ
の
著
『
植
木
枝
盛
研
究
』
の
な
か
で
、
こ
の
事
件
に
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

十
五
年
一
月
に
は
刑
法
が
施
行
さ
れ
て
罪
刑
法
定
主
義
が
採
用
さ
れ
、
不
応
為
の
罪
は
廃
止
さ
れ
た
の
に
、
小
原
ら
が
有
罪
と
な
っ
た
の
は
如
何
な
る



罪
名
に
ょ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
私
の
見
た
文
献
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
明
で
な
い
が
、
同
じ
く
刑
法
施
行
後
の
十
五
年
一
月
二
十
三
目
に
高
知

裁
判
所
が
枝
盛
に
対
し
、
「
右
所
為
タ
ル
刑
法
二
照
ス
モ
罪
ト
ナ
ル
ベ
キ
正
条
ナ
シ
」
と
い
う
理
由
で
免
訴
の
判
決
を
下
し
た
の
を
見
る
と
．
き
わ
め

て
む
り
な
擬
律
に
よ
っ
て
有
罪
を
宣
告
し
た
こ
と
だ
け
は
疑
を
容
れ
な
い
．
お
そ
ら
く
政
府
の
側
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
口
実
で
全
員
を
有
罪
と
す
る
よ

う
各
裁
判
所
に
強
要
を
加
え
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ひ
と
り
高
知
裁
判
所
が
政
府
の
意
志
に
反
し
て
免
訴
の
判
決
を
下
し
た
の
は
、
き
わ

め
て
勇
気
を
要
す
る
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
予
審
係
判
事
補
岩
本
憲
正
の
裁
判
官
と
し
て
の
良
心
的
態
度
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
思
う
。

　
文
中
、
家
永
博
士
は
、
「
お
そ
ら
く
政
府
の
側
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
口
実
で
全
員
を
有
罪
と
す
る
よ
う
各
裁
判
所
に
強
要
を
加
え
た
も

の
と
察
せ
ら
れ
る
」
と
、
き
わ
め
て
重
大
な
発
言
を
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
、
こ
の
見
解
に
は
賛
同
し
が
た
い
．
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
も

こ
の
事
件
の
裁
判
に
お
い
て
、
博
士
が
主
張
す
る
ご
と
く
、
政
府
に
よ
る
司
法
権
へ
の
介
入
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
各
裁
判
所
間
の

判
断
に
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
食
い
違
い
が
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
判
決
の
罪
名
や
量
刑
に
、
ま
っ
た
く
統
一
性
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、

酒屋会議激文事件の裁判について

氏
　
名

予
　
　
　
　
　
審

判
　
　
　
　
決

裁
　
判
　
所
　
名
㎜
　
　
終
　
結
　
日
　
　
…
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

裁
　
判
　
所
　
名

判
決
　
日

罪
　
名
…
　
量
　
刑

児
島
　
稔

一

　
　
　
　
　
　
　
皿

東
京
裁
判
所
十
四
年
十
二
月
十
三
日

不
応
為
軽
㎜
禁
獄
三
十
日

磯
山
尚
太
郎

水
戸
裁
判
所
＋
四
年
十
二
月
二
十
三
日

不
応
為
軽
…
禁
獄
三
十
日

磯
山
清
兵
衛

騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
｝

水
戸
裁
判
所
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日

不
応
為
軽
㎜
懲
役
三
十
日

安
立
叉
三
郎

㎜
　
　
　
　
　
　
｝

金
沢
裁
判
所
福
井
支
庁

不
　
　
明

不
応
為
軽
従
皿
蹟
罪
金
一
円
五
十
銭

市
橋
　
保
身

㎜
　
　
　
　
　
　
．

金
沢
裁
判
所
福
井
支
庁

不
　
　
明

不
応
為
軽
従
皿
蹟
罪
金
一
円
五
十
銭

植
木
枝
盛

高
知
軽
罪
裁
判
所
㎜
十
五
年
一
月
二
十
三
日
㎜
免
訴

小
原
　
鉄
臣

松
江
軽
罪
裁
判
所
㎜
　
不
　
　
明
　
　
　
　
㎜
有
罪

松
江
軽
罪
裁
判
所

＋
五
年
二
月
＋
五
日

官
吏
舞
罪
董
禁
鋸
一
月
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む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
政
治
介
入
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
す
で
に
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
事
件
の
裁
判
は
、
ま
さ
に
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
の
時
代
か
ら
明
治
十
五
年
刑
法
の

時
代
に
切
り
か
わ
る
と
き
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
判
決
は
、
裁
判
所
ご
と
に
食
い
違
う
な
ど
、
大
ぎ
な
混
乱
が
み
ら
れ
た
．
わ
が
国
最
初

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
刑
法
典
で
あ
る
明
治
十
五
年
刑
法
が
施
行
さ
れ
た
直
後
、
そ
れ
ま
で
律
系
統
の
刑
法
（
新
律
鋼
領
、
改
定
律
例
）
の
み
に
な

じ
ん
で
き
た
裁
判
官
が
、
新
刑
法
の
運
用
に
と
ま
ど
い
、
各
地
の
裁
判
所
の
判
決
の
な
か
に
は
初
歩
的
な
法
律
適
用
の
誤
り
が
多
数
み
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
手
塚
豊
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
自
由
民
権
関
係
事
件
の
裁
判
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
政
府
に
よ
る

司
法
権
へ
の
介
入
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
や
す
い
が
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
形
跡
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
こ
に
は
、
過
渡
期
に
お
け
る
裁
判
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
混
乱
状
況
が
、
は
し
な
く
も
露
呈
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
こ
そ
、
こ
の
裁
判
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
質
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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家
永
・
前
掲
『
植
木
枝
盛
研
究
』
二
三
二
頁
．

大
槻
・
前
掲
『
越
前
自
由
民
権
運
動
の
研
究
』
九
六
頁
、
前
掲
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
・
二
九
三
頁
。

家
永
・
前
掲
『
植
木
枝
盛
研
究
』
二
三
二
頁
ー
二
三
三
頁
。

手
塚
豊
『
自
由
民
権
裁
判
の
研
究
』
下
巻
（
昭
和
五
十
八
年
）
・
三
〇
頁
。


